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長野県内における土砂災害の危険箇所数は16,021箇所あり，土砂災害特別警戒区域に指定されている

区域が21,322箇所,土砂災害警戒区域に指定されている区域が26,950箇所と，全国的に見てみても土砂
0

災害発生の上位である．土砂災害の危険箇所数の中で,斜面崩壊などに伴う地すべり及び急傾斜地崩壊
D C

は， 自然災害の誘因である降雨や地震だけでなく，地形や植生，土壌，地下水などの素因が関係してい

る． ’

現在,地すべり及び急傾斜地崩壊箇所の選定基準は，地形の傾斜角や距離を国土地理院の51nDEMをGIS

でデジタルマッピング(DMデータ）を作成して現地調査をすることが一般的である. 5mDEMは縮尺の大

きい広域な箇所には適しているが，小規模な箇所においての抽出は困難である．

そこで本研究はUAVレーザー計測を実施し，微細な地形や起伏が読み取れるlmDEM(微地形データ）を

作成することで,長野県の既往調査で滑落崖箇所が明らかとなっている長野県長野市芋井七久保地区を

調査地として，微地形データを利用した滑落崖抽出および可視化について検証した．

微地形データを利用して傾斜度(3｡ , 5｡ , 7｡ , 10｡ , 15｡ )および曲率（半径1m, 3m, 6m, 12m,

18m),等高線(1m, 5m, 10m)を組み合わせたレイヤをGISに投影し, 143通りの段彩法による微地形解

析図を作成して既往調査結果の滑落崖箇所と比較した． さらに現地調査を実施して，新規滑落崖を特定

し同様に検証した．その結果，傾斜度3。＋曲率半径6m+等高線5mを組み合わせた微地形解析図におい

て勾配変化の大きい段彩範囲と既往調査滑落崖箇所および新規滑落崖の位置が一致している割合が多

く ， 滑落崖位置の重なり距離が81.2±12(%)合致した．

調査地以外の場所においても傾斜度3．＋曲率半径6m+等高線5mを組み合わせた微地形解析図が滑

落崖抽出および可視化が可能であるか検証するため,調査地の西側にある長野市芋井上ノ平地区および

沢尻地区周辺に検証地を設けて，調査地と同様に微地形解析図を作成した．作成した微地形解析図から

検証地滑落崖箇所を推定した．現地調査による滑落崖の調査結果と比較した結果,微地形解析図から推

定された検証地滑落崖と現地調査により確認した滑落崖の箇所は87．3±4(%)一致し，本研究で作成し

た微地形解析図が滑落崖抽出および可視化に有効であることが明らかとなった． ‘


